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少子高齢社会･青少年対策特別委員

前窪義由紀 議員団副幹事長
議会運営委員
建設常任委員
地方行政改革特別委員

島田 敬子 厚生労働常任委員
京都再生･ブランド戦略特別委員

加味根史朗 文教常任委員
少子高齢社会･青少年対策特別委員

光永 敦彦 総務常任委員
環境･防災対策特別委員

本庄 孝夫 文教常任委員
地方行政改革特別委員

原田 完 農林商工常任委員
京都再生･ブランド戦略特別委員

久守 一敏 建設常任委員
総合交通対策特別委員

山内 佳子 警察常任委員
環境･防災対策特別委員

西脇 郁子 厚生労働常任委員
産業雇用活性化特別委員

木津町井関川浸水事故調査 (５月18日)

京都府射撃場の鉛汚染調査 (７月13日)
新しい委員会所属がきまりました｡
９月府議会は､ ９月22日からです｡

教育基本法の｢改正｣を求める意見書提出反対の要請行動 (６月21日)
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島
田
議
員
は
、
小
泉

｢

構
造
改
革｣
の

三
年
間
、�痛
み�
押
し
付
け
の
政
治
が

京
都
経
済
を
い
か
に
破
壊
し
て
き
た
か
に

つ
い
て
数
字
を
あ
げ
て
示
し
、
京
都
経
済

の
立
て
直
し
、
伝
統
・
地
場
産
業
振
興
へ

抜
本
的
対
策
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

福
知
山
の
ト
ス
テ
ム
で
過
労
死
し
た
青
年

労
働
者
の
深
刻
な
実
態
を
告
発
。
大
企
業

の
横
暴
勝
手
を
や
め
さ
せ
、
当
然
の
社
会

的
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
る
と
と
も
に
、
違
法

な
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
廃
止
す
る
こ
と
で
百

六
十
万
人
の
新
た
な
雇
用
が
拡
大
で
き
る

こ
と
か
ら
、
国
と
連
携
し
た
対
策
の
強
化

を
求
め
ま
し
た
。

二
〇
〇
五
年
を
め
ど
に
厚
生
労

働
省
が
法
案
提
出
を
計
画
し
て
い

る
障
害
者
支
援
費
制
度
と
介
護
保
険
の
統

合
問
題
で
は
、｢

財
政
削
減
さ
き
に
あ
り

き｣

で
な
く
、
国
や
府
の
責
任
に
よ
る
基

盤
整
備
や
予
算
の
拡
充
が
急
務
と
指
摘
。

府
内
各
地
で
障
害
者
福
祉
や
介
護
の
現
場

で
苦
労
さ
れ
て
い
る
職
員
ら
の
生
の
声
を

紹
介
し
、
支
援
費
制
度
に
お
け
る
基
盤
整

備
の
充
実
、
相
談
体
制
の
確
立
の
必
要
性
、

さ
ら
に
高
す
ぎ
る
介
護
保
険
料
・
利
用
料

の
軽
減
、
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
解
消
へ
の

具
体
的
対
策
と
改
善
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

｢

少
人
数
教
育
の
選
択
的
実
施｣

の
導

入
に
よ
り
、
全
府
で
十
八
市
町
村
、
四
十

五
学
級
増
と
な
っ
た
少
人
数
学
級
に
つ
い

て
、
教
育
現
場
か
ら

｢

一
人
ひ
と
り
の
状

況
が
把
握
し
や
す
く
な
っ
た｣

な
ど
、
大

き
な
効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
と
紹
介
。

こ
の
際
、
府
と
し
て
全
校
実
施
に
踏
み
出

す
べ
き
と
強
調
。
高
校
制
度
改
革
で
は
、

洛
北
高
校
へ
の
選
択
的
中
高
一
貫
教
育
の

導
入
が
、
受
験
競
争
の
い
っ
そ
う
の
低
年

齢
化
を
ま
ね
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
そ

の
見
直
し
を
強
く
要
求
し
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
問
題
で
は
、
宮
津
・
与
謝

の
合
併
が
事
実
上
破
た
ん
し
て
い
る
に
も

�������������� �
経
済
・
雇
用

障
害
者
支
援
費

介

護

保

険

少
人
数
学
級･

高
校
教
育
問
題

市
町
村
合
併
問
題

島
田
府
議
が
府
民
の
願
い
を
取
り
上
げ
、

縦
横
に
知
事
を
追
及

島田 敬子 議員

(右京区)

京
都
労
働
局
長
に
対
し
、

知
事
名
で
労
働
関
係
法
令

の
遵
守
の
徹
底
が
は
か
ら

れ
る
よ
う
要
請
し
て
き
た
。

(

知
事)

六
月
定
例
府
議
会
で
、
代
表
質
問
に
立
っ
た
島
田
け
い
子
議
員
は
、
京
都
経
済
立
て
直
し
と
青
年
の
雇
用
問

題
、
障
害
者
支
援
費
、
介
護
保
険
制
度
、
教
育
問
題
、
市
町
村
合
併
、
有
事
・
国
民
保
護
法
制
、
府
営
水
道
問

題
な
ど
に
つ
い
て
、
知
事
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

����
支
援
費
制
度
に
お
け
る
障
害
者

施
策
と
介
護
保
険
に
お
け
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
、
内
容
が
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
利
用

者
本
位
の
視
点
や
障
害
者
の
方
々

の
自
立
を
損
な
わ
な
い
よ
う
統
合

で
き
る
か
ど
う
か
、
課
題
を
十
分

に
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

(

知
事)

中
高
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、

十
五
倍
を
超
え
る
志
願
者
が
あ
り
、

府
民
の
非
常
に
高
い
関
心
が
伺
え

る
。

(

教
育
長)
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か
か
わ
ら
ず
、
府
の
支
援
委
員
会
の
あ
る

委
員
が

｢

住
民
発
議
で
請
願
を
起
こ
し
て

で
も
一
市
四
町
の
合
併
を｣

と
、
府
の
意

向
に
そ
っ
た

｢

助
言｣

を
す
る
な
ど
、
府

が
同
委
員
会
を
テ
コ
に
し
た
露
骨
な
介
入

を
行
な
っ
て
い
る
実
態
を
暴
露
。
新
合
併

特
例
法
の
強
制
的
手
法
を
先
取
り
し
た

�合
併�
支
援
委
員
会
の
解
散
を
強
く
求

め
ま
し
た
。
ま
た
、
市
町
村
へ
の
支
援
に

こ
そ
府
が
役
割
を
果
た
す
べ
き
と
、
住
宅

改
修
助
成
制
度
の
創
設
や
乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度
の
拡
充
を
要
望
し
ま
し
た
。

平
和
の
問
題
で
、
島
田
議
員
は
、
知
事

が
二
月
議
会
で

｢

戦
闘
活
動
が
行
な
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
前
提｣

で
自
衛
隊
が
で

て
い
る
と
強
弁
し
た
こ
と
を
強
調
。
そ
れ

な
ら
ば

｢

す
ぐ
に
イ
ラ
ク
か
ら
の
自
衛
隊

の
撤
退
を
国
に
求
め
る
べ
き｣

と
追
及
。

有
事
関
連
七
法
の
問
題
で
は
、
こ
の
法

案
の
本
質
が
日
本
を
守
る
ど
こ
ろ
か
、
国

民
を
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
総
動
員
す
る
と

こ
ろ
に
あ
る
と
指
摘
。
舞
鶴
港
の
軍
事
強

化
に
ふ
れ
、
地
方
自
治
を
侵
害
・
破
壊
す

る
こ
れ
ら
の
動
き
に
つ
い
て
、
港
湾
管
理

者
と
し
て
も
、
軍
事
機
能
強
化
に
反
対
す

る
べ
き
と
強
く
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
国

民
保
護
法
制
の
問
題
で
は
、
府
が
退
職
自

衛
官
を
採
用
し
、
大
規
模
災
害
と
ア
メ
リ

カ
へ
の
戦
争
協
力
を
ご
っ
ち
ゃ
に
し
て
国

民
を
強
制
動
員
す
る
た
め
の

｢

危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル｣

づ
く
り
を
始
め
た
こ
と
を

厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
島
田
議
員
は
、
先
の
予
算
委

員
会
で
理
事
者
が

｢(

府
営
水
道
の
給
水

人
口
予
測
の)

状
況
が
大
変
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
に
変
わ
っ
て
き
た｣

｢(

水
需
要
の
予
測

を)

精
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

と
答

弁
し
た
こ
と
に
ふ
れ
、
府
営
水
道
の
過
大

な
水
需
要
予
測
を
見
直
し
、
ば
く
大
な
税

金
を
投
入
す
る
丹
生
ダ
ム
、
大
戸
川
ダ
ム
、

天
ヶ
瀬
ダ
ム
再
開
発
計
画
か
ら
、
本
府
が

撤
退
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

���������������

有
事･

国
民
保
護
法
制

府
営
水
道
に
つ
い
て

山田知事

の地金が見

えた代表質問と答弁だった｡ ｢乳

幼児医療費助成を国の制度に｣ と

提案したが､ ｢全国一律でやる話

ではない｡ 国は､ 外交､ 防衛､ 金

融などをやっていただいたらよい｣

との答弁｡ 知事の ｢改革｣ のスタ

ンスが透けて見える｡ 福祉・教育

予算を削減し､ ｢地方自治体も国

民も自立せよ｣ という国の方針と

同じである｡ イラク問題､ 舞鶴の

基地強化､ 有事法制では､ 本質的

問題で回答を避け､ ｢いかなる誹

謗中傷があろうとも｣ と､ 平和を

願う府民の声を誹謗中傷呼ばわり

し､ 笑い飛ばした｡ 一方､ 特養ホー

ム待機者問題では､ ２年も前の数

字でごまかした｡ 質問者に顔も向

けず答弁する様に､ ｢傲慢ささえ

感じるね｣ とは､ あるジャーナリ

ストの感想｡ 〈島田〉

質問を終えて 都
道
府
県
と
し
て
は
、
法
的
な
役

割
と
し
て
仲
介
を
も
っ
て
い
る
が
、

で
き
る
限
り
市
町
村
の
自
主
性
を
担

保
す
る
た
め
に
、
市
町
村
か
ら
の
公

式
要
請
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
助
言

の
内
容
は
、
で
き
る
限
り
客
観
的
な

も
の
と
す
べ
き
と
の
立
場
。(

知
事)

京
都
府
の
総
合
的
な
危
機
管
理

対
応
体
制
の
強
化
を
は
か
る
た
め
、

危
機
管
理
監
を
新
た
に
設
置
し
、

そ
の
も
と
に
元
自
衛
官
、
警
察
官
、

消
防
官
な
ど
の
危
機
管
理
の
専
門

家
を
配
置
し
た
。

(

知
事)

最
近
の
景
気
の
低
迷
や
節
水
意

識
の
向
上
な
ど
、
水
道
を
取
り
巻

く
社
会
経
済
状
況
に
よ
る
影
響
等

も
ふ
ま
え
た
分
析
が
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。
水
利
権
に
つ
い
て
は
、

…
水
需
要
の
動
向
も
考
慮
し
、
府

の
負
担
が
で
き
る
限
り
少
な
く
な

る
方
向
で
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

(

知
事)

ＢＳＥ汚染が心配されているアメリカ産牛肉輸入再開

問題が重大な段階を迎えています｡ 政府がアメリカの圧

力に屈し､ わが国のＢＳＥ全頭検査体制を見直し､ アメ

リカの検査水準に落とそうとしているのです｡

このような中で６月定例会に､ 輸入再開に当たっては､

全頭検査の実施を条件とするよう求める請願が出されて

いました｡ 松尾府議はこの請願を採択し､ 委員会として

政府に意見書を提出するようを強く主張しました｡ とこ

ろがオール与党会派は請願文中にある ｢不当な圧力に屈

することなく｣ との文言が ｢不穏当である｣ と不採択に

し､ わが党議員団が独自に提案した意見書案も否決しま

した｡

｢アメリカいいなり｣ 政治の害悪はイラク自衛隊問題

はもちろん､ 食の安全､ 国民のいのちや健康問題にまで

及んでいるのです｡ 自民､ 公明､ 民主各党の責任は重大

です｡

��������������������������������
松尾 孝 (伏見区)
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｢

安
心･

子
育
て
テ
レ
ホ
ン
事
業｣

継
続
と
児
童
相
談
所
の
相
談
体
制

の
充
実
を

西
脇
議
員
は
、
ま
ず
、
今
ほ
ど
身
近
な

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
が
必
要
な
時
は

な
い
と
し
て
、
府
が
九
月
末
で
廃
止
し
よ

う
と
し
て
い
る

｢

安
心
・
子
育
て
テ
レ
ホ

ン
相
談
事
業｣

に
つ
い
て
、
宇
治
児
童
相

談
所
で
の
深
刻
な
相
談
の
実
態
な
ど
を
紹

介
し
な
が
ら
、
事
業
の
継
続
と
、
児
童
相

談
所
の
相
談
体
制
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

次
に
、
西
脇
議
員
は
、
学
校
給
食
に
お

け
る
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て
、
鳥
取

県
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
府
庁
内
に
地
産

地
消
推
進
室
の
よ
う
な
担
当
部
署
を
設
置

す
る
こ
と
、
府
が
学
校
給
食
の
食
材
ご
と

の
生
産
地
を
把
握
し
、
府
内
産
の
食
材
使

用
率
を
高
め
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
学
校
給
食
用
パ
ン
に
つ
い
て
、

輸
入
小
麦
の
使
用
を
や
め
安
全
な
府
内
産

小
麦
に
切
り
替
え
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

食
の
安
全
の
確
保
を

最
後
に
、
米
国
産
牛
肉
が
安
全
性
の
根

拠
が
な
い
ま
ま
輸
入
再
開
さ
れ
か
ね
な
い

Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
に
関
連
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の

圧
力
に
屈
せ
ず
、
食
の
安
全
の
確
保
を
最

重
点
に
お
い
た
措
置
を
と
る
よ
う
、
い
ま

知
事
が
発
言
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

相
次
ぐ
巨
大
商
業
施
設
出
店

小
売
店
、ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
打
撃

大
型
店
出
店
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を

商
店
街
や
周
辺
の
生
活
環
境
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
右
京
区
の

｢

ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
シ
テ
ィ｣

の
出
店
に
続
き
、
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
跡
地
開
発
や
下
京
区
の
ス
ー
パ
ー
マ
ツ

モ
ト
、
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
の
出
店
な
ど
、
巨

大
商
業
施
設
建
設
計
画
が
目
白
押
し
で
す
。

加
味
根
議
員
は
、
大
店
法
の
廃
止
に
よ
っ

て
大
型
店
の
進
出
が
激
増
し
、
商
店
街
、

小
売
業
者
が
衰
退
、
廃
業
に
追
い
込
ま
れ

て
き
た
と
指
摘
。
大
型
店
の
出
店
野
放
し

を
許
さ
ず
、
地
域
の
商
店
街
、
中
小
商
店

の
値
打
ち
が
発
揮
さ
れ
る｢

ま
ち
づ
く
り｣

の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
国
に
求
め
、
府
独
自

に
作
る
べ
き
だ
と
追
及
し
ま
し
た
。

丹
波
町
下
山
地
域
の
畑
地
に
大
量
の
牛

の
糞
尿
が
投
棄
・
放
置
さ
れ
て
き
た
問
題

で
、
知
事
が
議
会
で

｢

問
題
の
解
消
に
努

め
る｣

と
表
明
し
て
二
年
も
た
つ
の
に
改

善
が
す
す
ん
で
い
な
い
と
指
摘
。

加
味
根
議
員
は
、｢

十
一
月
に
は
家
畜

排
泄
物
法
の
罰
則
が
適
用
開
始
さ
れ
る
。

排
泄
物
の
処
理
施
設
を
整
備
し
、
投
棄
さ

れ
た
糞
尿
の
適
正
な
処
理
を
厳
し
く
指
導

す
べ
き
だ｣

と
追
及
し
ま
し
た
。

関
連
し
て
、
下
山
地
域
の
水
道
管
理
業

者
が
倒
産
し
、
事
業
の
継
承
が
困
難
に
な
っ

�������������� �
西
脇

郁
子
議
員

(

下
京
区)

学
校
給
食
に
府
内
産
食
材
の

使
用
を

加
味
根
史
朗
議
員

(

右
京
区)

丹
波
町
下
山
の
畜
産
公
害･

水
道
事
業
問
題
の
解
決
を

��������
２月府

議会の厚
生労働常任委員会に続き､ 今回
あらためて一般質問で宇治児童
相談所の ｢子育て・安心テレホ
ン｣ 事業の廃止問題を取り上げ
ました｡
子育てに悩むお母さん方が

じっくりと専門の相談員さんに
悩みを聞いてもらえる貴重な場
であり､ 年間1000件を超える相
談があるのに､ なぜ今年10月か
ら打ち切ってしまうのか､ 私は
どうしても納得ができません｡
相談所の関係者の皆さんやＯＢ
の職員さんたち､ 府下の市町村
でも ｢廃止ではなく充実こそ今
必要だ｣ と口をそろえておっ
しゃいます｡
日々子育てに悩んでいるお母

さんや市町村や児童相談所の現
場の実態からかけ離れた府の冷
たい答弁に心から怒りを感じて
います｡ あきらめず､ 引き続き
頑張らなければ！ 〈西脇〉

質問を終えて
BSE問題

������������



て
い
る
問
題
で
、
丹
波
・
瑞
穂
町
の
水
道

事
業
組
合
に
引
き
継
ぐ
よ
う
、
府
と
し
て

指
導
を
と
求
め
ま
し
た
。

加
味
根
議
員
は
、
今
回
の
よ
う
な
事
態

の
再
発
防
止
を
求
め
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

三
十
キ
ロ
圏
外
の
生
産
者
に
対
し
て
も
、

圏
内
業
者
と
同
様
の
補
て
ん
措
置
を
お
こ

な
う
と
と
も
に
、
融
資
以
外
に
何
の
補
て

ん
も
な
い
小
売
店
な
ど
の
関
連
業
者
へ
の

支
援
策
を
求
め
ま
し
た
。

高
速
道
路･

マ
イ
カ
ー
優
先
か
ら

公
共
交
通
優
先
へ
交
通
政
策
の

転
換
を

通
院
・
通
学
な
ど
住
民
の
生
活
交
通
の

確
保
が
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

梅
木
議
員
は
、
高
速
道
路
優
先
、
マ
イ

カ
ー
優
先
か
ら
公
共
交
通
優
先
へ
Ｋ
Ｔ
Ｒ

や
バ
ス
路
線
へ
の
国
庫
補
助
を
大
幅
に
増

や
せ
る
よ
う
国
に
政
策
転
換
を
求
め
る
べ

き
と
提
案
。

あ
わ
せ
て
、
府
と
し
て
生
活
交
通
確
保

の
た
め
の
市
町
村
の
取
り
組
み
を
詳
細
に

つ
か
み
、
財
政
支
援
を
強
化
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。
ま
た
、
過
疎
地
域
で
の
送
迎

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
へ
の
財
政
支
援
な
ど

の
検
討
を
求
め
、
京
都
府
が
住
民
交
通
確

保
に
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
持
つ
よ
う
求
め
ま

し
た
。効

率
化
を
優
先
さ
せ
る
な

全
国
的
に
民
間
委
託
を
原
則
に
し
た

｢

電
子
自
治
体｣

づ
く
り
が
す
す
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

梅
木
議
員
は
、
効
率
化
を
住
民
の
福
祉

の
向
上
や
個
人
情
報
保
護
に
優
先
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
と
、
拙
速
に
な
ら
ず
慎

重
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

公
共
事
業
再
評
価
委
員
会
に
つ
い
て
、

当
局
提
案
を
追
認
す
る
も
の
に
な
っ
て
お

り
、
公
共
事
業
の
再
評
価
を
通
年
に
し
、

現
地
調
査
や
府
民
の
声
を
聴
取
す
る
場
を

設
け
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
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答
弁
／
水
道
事
業
の
認
可
期
限
で
あ

る
本
年
十
月
以
降
は

(

両
町
の)

水

道
事
業
組
合
が
給
水
地
域
に
編
入
す

る
方
向
だ
。

再
発
防
止
と
生
産
者･

関
連
業
者

へ
の
支
援
対
策
強
化
を

梅
木

紀
秀
議
員

(

左
京
区)

答
弁
／
府
生
活
交
通
対
策
協
議
会
や

今
回
設
置
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
も
活
用
し
、
先
進
事
例
の
情
報
提

供
な
ど
市
町
村
支
援
に
つ
と
め
る
。

公
共
事
業
再
評
価
委
員
会
の

運
営
の
改
善
を

商店街は､

住民の日常

生活を支えるなくてはならない施

設です｡ しかし､ 景気の悪化に加

え､ 相次ぐ大型店の進出で商店街

は年々衰退しています｡ それに輪

をかけたのが右京区の島津工場跡

地にオープンした ｢ダイヤモンド

シティ｣｡ さらにスーパーマツモ

トやビックカメラなど大型店の新

たな進出ラッシュです｡

今こそ､ 商店街を守るために､

地方自治体が大型店の出店を制限

したり調整したりできなくしてい

る大店立地法の13条条項を撤廃す

べきときです｡ 私は､ 知事にこの

ことを強く求め､ 商店街を守る府

独自のルールづくりを提案しまし

た｡ ところが府の答弁は､ 大店立

地法の範囲から一歩も出ないもの

でした｡ 福島県のように､ 商店街

を守る運動を草の根から広げ､ 京

都府の姿勢を変えていきたいと思

います｡ 〈加味根〉

質問を終えて

電子府庁

鳥インフル
エンザ

民主町政の福島県小高町では､ 商工会が主体に

なって､ ｢おだかｅ－まちタクシー｣ という無線

とカーナビを駆使した事前申込制の乗合タクシーが走っている｡ 30分前

に申し込めば､ 自宅から目的地まで１回300円で利用できる｡ 便利で安

いだけでなく､ 乗合タクシーの中で新しい友人ができ､ 外出が楽しく

なったと好評で､ 帰りには商店の電話を借りてタクシーを申し込み､ お

年寄りは買い物や雑談を楽しむ｡ 町営バスを走らせると年間3000万円は

かかるが､ 昨年度の町負担は920万円で済んでいる｡ 商工会が職員を３

名採用するなど､ 生活交通確保と同時に雇用や地域経済にも貢献してい

る｡ このような先進例の研究・紹介など､ 府のやるべきことはたくさん

ある｡ 〈梅木〉

質問を終えて

������������



意
見
書
の
討
論
に
は
、
本
庄
孝
夫
議
員
が
立

ち
、
党
議
員
団
が
提
案
し
た
四
意
見
書
案
と
他

会
派
が
提
案
し
た
四
意
見
書
案
に
賛
成
し
ま
し

た
が
、
民
主
・
府
民
連
合
が
提
案
し
た

｢

イ
ラ

ク
の
真
の
安
定
・
復
興
を
求
め
る
意
見
書
案｣

に
は
反
対
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
連
決
議
と

法
整
備
に
よ
り
、｢

積
極
的
に
参
画
で
き
る
環

境
整
備｣

を
め
ざ
し
、
自
衛
隊
の
派
兵
を
合
法

化
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

わ
が
党
議
員
団
は

｢

イ
ラ
ク
か
ら
自
衛
隊
の

撤
退
を
求
め
る
意
見
書｣

｢

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉

に
関
す
る
意
見
書｣

｢

ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
の
輸

入
再
開
に
関
す
る
意
見
書｣

｢

介
護
保
険
・
介

護
予
防
対
策
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書｣

の
四

意
見
書
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
与
党

会
派
の
反
対
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
の
輸
入
再
開
に
関
す
る
意

見
書
は
、
全
頭
検
査
を
求
め
る
も
の
で
、
当
然

の
も
の
で
し
た
が
、
民
主
・
府
民
連
合
や
公
明

党
も
反
対
し
ま
し
た
。
議
会
終
了
後
、
ア
メ
リ

カ
で
連
続
し
て
Ｂ
Ｓ
Ｅ
感
染
の
疑
い
の
あ
る
牛

が
見
つ
か
り
、
政
府
が
二
十
カ
月
未
満
の
牛
の

検
査
撤
廃
を
言
い
出
す
な
ど
、
意
見
書
に
反
対

し
た
与
党
会
派
の
姿
勢
は
厳
し
く
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
自
民
党
は
、
会
議
中
の
文
教
常
任
委

員
会
で
、
教
育
基
本
法
の

｢

改
正｣

を
求
め
る

意
見
書
提
出
の
動
き
を
見
せ
ま
し
た
が
、
教
育

基
本
法
改
悪
に
対
す
る
府
民
の
不
安
と
運
動
が

反
映
し
、
与
党
会
派
の
調
整
が
成
功
し
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
自
民
党
は
意
見
書
の
提
出
を

断
念
し
ま
し
た
。

�������������� �

６月22日､ 定例会が終わり､ 24日は参院選公示と息つ

ぐ間もない１カ月半でした｡ 選挙では､ 暮らしと平和を

守る日本共産党の値打ちを訴えましたが ｢二大政党づく

り｣ の強い流れをのりこえることができず､ 残念です｡

しかし､ この中で､ 哲学者の鶴見俊輔さん､ 随筆家の

岡部伊都子さんが応援にたっていただき､ あらためて

｢日本の政治が歴史的な岐路にある｣ と実感しました｡

岡部さんには一度ご自宅を訪問したときにも､ 婚約者の

｢こんな戦争は間違っている｡ 天皇のために死にたくな

い｣ との話に､ ｢私なら喜んで死ねる｣ と答え､ 戦地に

送ったことへの自責の念の思いをお聞きしました｡ 岡部

さんのこの熱い思いを小泉

首相やとりわけ民主の若手

議員に聞かせたい｡ 改憲論

者は ｢押し付け憲法｣ とい

いますが､ 米国務副長官が

｢９条は日米同盟の邪魔｣

と発言｡ ｢改憲｣ こそ､ ア

メリカの｢押し付け｣ではな

いでしょうか｡ 岡部伊都子さんとともに

�����������������
新井 進 (北区)

討論では､ 憲法を暮らしに生かす立場から､

｢イラクから自衛隊の撤退｣ を求めるとともに､

｢アメリカ産牛肉の輸入再開｣ 問題､ 食料主権回復と京都の農業を守

る ｢ＷＴＯ農業交渉｣ 問題､ 国の責任で介護と介護予防の願いに応え

る ｢介護保険と予防対策の充実｣ 問題で､ 意見書討論に立ちました｡

しかし､ 自民党・公明党はもちろん､ 民主党まで討論もせず､ 理由も

述べずに否決しました｡ 道理を尽くし､ 府民のいのちと暮らしを守る

日本共産党の値打ちを実感しました｡ ６月議会終了後､ マスコミは相

次いで ｢米ＢＳＥ問題｣ を報道しています｡ 日本では９割近い国民が､

全頭検査を支持しています｡ 食品の安全・安心の確保に政治の果たす

役割が求められています｡ 〈本庄〉

討論を終えて

本庄 孝夫 議員 (山科区)

意

見

書

討

論

渇水期における府の公共工事中に､ 大雨による住民被

害が続発しました｡

木津町井関川河川改修極楽橋架替工事箇所付近での被

害は､ １時間に39ミリの大雨と仮締切り工事などの影響

により発生し､ 床上浸水４戸､ 床下浸水31戸､ その他数

件に及ぶものでした｡ 地元木津町議員団と現地調査､ 被

災住民の要望や聞き取り調査を行い､ 土木事務所・府に

対して生活復旧を早急に行うこと､ 被害状況調査・被災

原因調査などを申し入れました｡

京丹後市の久美浜町河梨の急傾斜地でも､ 今年はじめ

の崩落事故の改修工

事完了直前に､ 大規

模崩落が起こり人家

に被害が出ました｡

京丹後市会議員団と

現地調査を行い､ 振

興局に安心できる仮

設住宅の確保・原因

調査・早期復旧を申

し入れました｡

������������������������
久守 一敏 (伏見区)

木津町井関川の浸水被害のききとり調査

用用用用用用用用用用
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参議院選挙直前の議会｡ はげしい論戦が戦わされまし

た｡ 厚生労働常任委員会では､ 私は緊急雇用特別交付金

事業が今年度末で切れるため､ ｢来年度も延長すべき｣

と求めてきました｡ 他党議員団もその点では一致してい

ました｡ そこで､ 私が ｢厚生労働常任委員会全員一致で

国への延長を求める意見書を出すべきだ｣ と提案し､ そ

の文案も事前に私が作成し､ 委員全員に配布しました｡

ところが､ 自民も民主も公明も､ 理由なく ｢自分たちで

出す｣ の一点張

り｡ ｢いいものは

みんなで協力し

て､ 委員会発議す

べき｣ と求めまし

た｡ ところが参議

院選挙前だけに

｢自分たちの存在

意 義 を 示 す た

め？｣ なのでしょ

うか｡ まさに党利

党略です｡ ｢平和憲法を守ろう｣とにぎやかに宣伝

������
光永 敦彦 (左京区)

６月議会の農林商工委員会において､ 京都に大型店出

店計画が集中している問題と対応策について質問を行い

ました｡

現状に照らして中小小売商業調整特別措置法は中小商

店・商店街の果たしている役割と位置づけ､ 大企業と中

小小売業者の紛争解決の手段として､ 大店立地法では規

制している需給調整排除の規定を超える法律として中小

小売商業調整特別措置法の活用を理事者に質しました｡

法律として､ 活用は行えるとの確認を取り､ 商業者か

らの申請があれば､ 法の趣旨にのっとり適正に対応をす

るとの答弁を得ました｡ 今回､ 中小小売商業調整特別措

置法にもとづく手

続きが行われれ

ば､ 大店立地法施

行後の初のケース

となり､ 今後の大

型店出店反対の取

組みの大きな教訓

を作ることができ

ます｡
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原田 完 (中京区)

西山さんとともに業者を激励

京都府警 捜捜捜捜捜捜捜捜捜捜捜査査査査査査査査査査査旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅費費費費費費費費費費費ををををををををををを飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲食食食食食食食食食食食費費費費費費費費費費費なななななななななななどどどどどどどどどどどににににににににににに流流流流流流流流流流流用用用用用用用用用用用
徹徹徹徹徹徹徹徹徹底底底底底底底底底究究究究究究究究究明明明明明明明明明ををををををををを要要要要要要要要要求求求求求求求求求

７７月月２２日日､､ 党党府府議議団団はは､､ 米米田田壮壮京京都都府府警警本本部部長長にに対対ししてて､､ ｢｢『『捜捜査査旅旅費費流流用用』』 問問題題のの
全全容容解解明明をを求求めめるる申申しし入入れれ｣｣ ををおおここなないいままししたた｡｡
ここれれはは､､ 捜捜査査員員個個人人にに支支払払わわれれるる ｢｢捜捜査査旅旅費費｣｣ ((都都道道府府県県ををままたたががるる広広域域捜捜査査やや重重

大大事事件件のの旅旅費費ととししてて国国かからら支支払払わわれれるる費費用用)) ににつついいてて､､ 京京都都府府警警のの複複数数のの部部署署でで､､ 個個
人人のの通通帳帳ややキキャャッッシシュュカカーードドをを一一括括管管理理しし､､ 一一部部をを ｢｢裏裏金金｣｣ ととししてて流流用用ししてていいたたととのの
報報道道ががああっったたももののでですす｡｡ 党党府府議議団団のの調調査査でではは､､ ｢｢国国費費｣｣ のの旅旅費費のの総総額額はは､､ 最最近近のの４４年年
間間でで2211億億円円にに上上っってておおりり重重大大なな問問題題でですす｡｡ そそのの後後､､ 府府警警本本部部はは一一部部にに報報道道さされれてていいるる
よよううなな事事実実ががああっったたここととをを認認めめままししたた｡｡ ささららにに ｢｢府府費費｣｣ ででもも一一括括管管理理ががああっったたここととをを
認認めめままししたた｡｡
わわがが党党議議員員団団はは､､ ここのの間間のの議議会会でで､､ 報報償償費費問問題題ななどど警警察察のの公公金金処処理理にに関関ししてて､､ 全全面面

的的なな公公開開とと公公正正なな処処理理をを求求めめててききままししたた｡｡ ここれれにに対対しし､､ 府府警警本本部部はは報報償償費費のの仮仮名名領領収収書書問問題題､､ 慰慰労労
金金問問題題等等､､ 経経理理適適正正化化ののななどどのの改改善善をを表表明明ししててききままししたたがが､､ ささららにに重重大大なな問問題題がが存存在在ししてていいたたこことと
ににななりり､､ 府府議議団団はは今今後後､､ 徹徹底底ししたた解解明明をを進進めめるる決決意意でですす｡｡

申申しし入入れれたた内内容容はは､､ 以以下下のの３３点点でですす｡｡
１１､､ ｢｢旅旅費費流流用用問問題題｣｣ のの全全容容解解明明をを緊緊急急にに行行いい､､ すすべべててをを､､ 府府民民のの前前にに明明ららかかににすするるこことと｡｡ ままたた､､
調調査査のの進進捗捗状状況況ににつついいてて､､ 随随時時明明ららかかににすするるこことと｡｡
２２､､ 警警察察内内部部だだけけででななくく､､ 第第三三者者もも含含めめたた調調査査委委員員会会をを発発足足ささせせ､､ 府府民民がが納納得得すするる調調査査をを行行ううこことと｡｡
３３､､ ｢｢国国費費｣｣ だだけけででななくく､､ ｢｢府府費費｣｣ のの旅旅費費ににつついいててもも､､ 調調査査をを行行ううこことと｡｡

申申しし入入れれはは､､ 松松尾尾孝孝団団長長､､ 梅梅木木紀紀秀秀､､ 山山内内佳佳子子両両警警察察常常任任委委員員がが行行いい､､ 府府警警かかららはは西西村村俊俊夫夫総総務務
課課長長がが対対応応ししままししたた｡｡

府議団
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6月定例府議会に提出された請願､意見書案

意見書案名 提出者名 採決結果 共
産
自
民
民
主
公
明
新
政

高病原性鳥インフルエンザに関する新たな融資制度等を求める意見書案 全会派 可決 ○ ○ ○ ○ ○

緊急地域雇用創出特別交付金制度の継続・改善を求める意見書案 自民・民主・公明・新政 可決 ○ ○ ○ ○ ○

地球温暖化防止のための自然環境保全の推進を求める意見書案 自民・民主・公明・新政 可決 ○ ○ ○ ○ ○

介護予防対策の拡充を求める意見書案 自民・民主・公明・新政 可決 ○ ○ ○ ○ ○

各種イベントにおける ｢ごみゼロ・省エネ化促進法案 (仮称)｣ の早期制定を求め
る意見書案 自民・民主・公明・新政 可決 ○ ○ ○ ○ ○

イラクの真の安定・復興を求める意見書案 民主・府民連合 否決 × × ○ × ×

イラクから自衛隊の撤退を求める意見書案 日本共産党 否決 ○ × × × ×

アメリカ産牛肉の輸入再開に関する意見書案 日本共産党 否決 ○ × × × ×

介護保険・介護予防対策の充実を求める意見書案 日本共産党 否決 ○ × × × ×

ＷＴＯ農業交渉に関する意見書案 日本共産党 否決 ○ × × × ×

請願名 請願者名 紹介議員
会 派

審査
結果

共
産
自
民
民
主
公
明
新
政

自衛隊はイラクから撤退することを求める請願 (17件) 安保破棄京都実行委員会
京都宗教者平和協議会 ほか 日本共産党 不採択 ○ × × × ×

障害を持つすべての子どもの豊かな発達を保障する特別な手
だてに関する請願 阿野勝ほか 2938人 日本共産党 不採択 ○ × × × ×

アメリカの輸入牛肉に対する全頭検査方針を貫き､ 食の安全
を守ることを求める請願 農林業と食料・健康を守る京都連絡会 日本共産党 不採択 ○ × × × ×

塩見アナウンサーから生活道路の整備､ 高速道路につ

いて問題提起があり､ 討論に入りました｡

京都の生活道路の整備は遅れており､ 例えば､ 国道307

号線は､ 宇治田原町に入ると急に狭くなり､ 宇治市内の

府道では､ 車イスや傘をさしての通行も危険で困難と指

摘｡

自民党府政になって26年､ 道路改良率は26位から43位

に落ち､ 高速道路優先で生活道路の整備を軽視してきた

結果だと批判しました｡

第２名神は､ 京滋バイパスの開通で名神の渋滞が大幅

に改善されている｡

大津―城陽､ 八幡―

高槻の２区間は､

事業費も１兆１千

億円で､ 10ｍ当た

り３億円を超える｡

ムダの塊のような

道路であり､ キッ

パリ中止すべきと

主張しました｡
これでも歩道？溝ブタの上を歩く

(府道京都宇治線六地蔵町並交差点南)
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前窪 義由紀 (宇治市･久世郡)

議員になって１年､ まだまだ新米ですが､ 住民の方々

の願いを直接府政に届けることができることを実感して

います｡

｢草の根の力｣ という言葉がよく使われますが､ 表の

葉っぱは一見枯れているようでも､ 根がしっかり張られ

ている｡ その根っこというのは､ 安心して暮らしたい､

戦争は二度とごめんだという願いだと思います｡

枯れかけても春には芽を出し､ 花を咲かせる力です｡

京都での日本共産党の選挙区の議席がなくなり､ 府会

議員団の果たす役割が､

住民要求を実現する上

でいっそう大きなもの

となってきました｡

共産党に支持を寄せ

ていただいた方々の期

待にこたえるために､

熱い夏､ 住民のみなさ

んの声を聞き､ おおい

に勉強して､ 草の根の

力でがんばります｡ この夏も元気にマイクをにぎります
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山内 佳子 (南区)
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